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は じ め に

1995年5月 にシラク氏がフランス(以 下,仏 と省略)の 大統領 に就任 した。

シラク大統領は6月13日,南 太平洋の仏領 ポリネシアにおいて核実験 を再開

する旨発表 した。以来本大学の 「オセアニア事情」受講生 と共に新聞の切抜

きを元 に仏核実験再開の報道 を追 うことになった。(以下 ,小 文の括弧内の数

字 は,朝 日新聞 に報道 された月 日である。例:10・1は ,1995年10月1日 。

括弧内では1995年 は省略する。)事 実関係 を確認 し議論を交わ している
。8月

17日 の中国 ・新彊 ウイグル自治区における核実験 を挟んだ,7月14日 か ら8

月26日 まで約6週 間のオセアニア諸国の動 きを中心 とした各地の抗議行動 と

その意味については,「オセアニアの冬1 .ム核実験醐 の報道 を辿 る1}Yy書

いた。当初の仏の発表では,実 験 は7,8回 行われ る予定であった
。既に2

回の実験が行われた時点では,後4回,つ まり合計6回 と予定回数が減 った

(10・25)。その後10月27日 に3回 目,11月21日 に4回 目の核実験がムルロア環

礁で実施 された。現時点(12月6日)で は,後2回 の核爆発がポ リネシアの

海 を汚すことになる。

南太平洋における仏核実験 は現在進行中の出来事である。仏領 ポリネシア
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の首都パペーテ(タ ヒチ島)在 住の仏領土代表であり 「核兵器が第二次世界

大戦 を終了させ,日 本帝国主義の拡張を防いだ(10・6)」 と議会で演説 した

ガス トン ・フロス氏は,パ リでシラク大統領 と会談後,1996年3月 に実験 を

終了 し,ム ルロア環礁核実験センターを閉鎖すると述べた(9・20)。 世界の

反核の声に呼応 して予定が早 められた。諸事1青の劇的な転換によって,以 後

2回 の核実験が中止になるか もしれない。現実的ではないにせよ,そ の願望

を持ち続けなが ら,小 文では,(1)少 数民族の海 における仏核実験再開,② 仏

核実験場であるポリネシア,(3)タ ヒチ島を中心 とした仏領ポ リネシアの歴史

について考察 したい。

(1)少 数民族の海 における仏核実験再開

「オセアニアの冬 」では,ム ル ロ ア環 礁 周 辺 に乗 り出 した 国際環境保護 団体

グ リー ンピースの抗議船 やオース トラ リア(以 下,豪)や ニ ュー ジー ラ ン ド

(以 下,NZ)か らの抗 議 行 動 の 報 道 をお もに辿 った。 日本 におけ る動 きもま

とめてある。95年 の2)nと 仏 の核:y.関 連 の言謝 ま,核 軍 縮 該 廃 絶 該 抑

止 論 の有 効 性 非 有効性,環 境 問題,国 際政 治,広 島 ・長 崎 へ の 原爆 投 下 に始

ま った核兵器 が関わ る歴史的 な経 緯等 に視 点が据 え られ てい る。 しか し東 は

イー スター島,南 はNZ,北 はハ ワイ とい う,欧 州 大 陸 の3倍 は あ る巨大 な三

角 形 を なす 地 球 上最大 の文化 圏への侵害 とい う視 点 に立 って書 かれた記事 や

議論 は少 ない。 ア メ リカ(以 下,米)は マ ー シ ャル 諸 島 ・ビキニ 環礁,エ ニ

ウ ェ トク環 礁(と もに ミク ロ ネ シ ア人 の 地)で,英 は豪 の砂 漠(先 住 民 ア ボ

リジニ ー ズ の地)で,米 英 ともが キ リバ ス ・ク リス マ ス島や ジ ョンス トン島

で,そ して仏 が 仏 領 ポ リネ シア の ム ル ロア環礁 や フ ァンガ タウフ ァ環礁(と

もにポ リネ シア人 の地)で,核 爆 発 を行 って きた 。括 弧 内 の民族 名が示 して

い る ように少数民族 の土地(海 域)が 選 ばれ 使 用 され て い る。 中 国や ロシア

に して も同様 の状況 で はないだ ろうか。 ムル ロア環礁 で第 一回の核 実験(T
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NT火 薬換算で約20キ ロ トン,9・30)が 強行 された9月5日
,「血塗 られた

爆弾(9・6)」 とタヒチ島の住民は怒 り,フ ァアア国際空港ではデモ隊が投

石や放火等の挙 に出て激 しく抗議 した(9・7 ,8)。 しか しジュペ仏首相 は反

核運動 を 「ヒステ リー(9・ わ 」 といな し,シ ラク大統領 は飽 くまで計画 を

遂行する予定 を変 えず,10月2日 にファンガタウファ環礁で第二回の核実験

(TNT火 薬換算で約110キ ロ トン,10・2)を 実施 した。

第一回実験後,フ ァアア市長であ りポ リネシア民族解放戦線党首であるオ

スカ0・ テマル氏 は,今 後 は暴動等ポ リネシア人がエネルギ._......を失 う抗議行

動 は抑 え,領 土議会の選挙キャンペーンに集中 してい くと述べている(10.

1)。 仏領 ポ リネシア領土議会の定数 は41議 席だが
,ポ リネシア民族解放戦線

(党)は5議 席 しか獲得 していない。 この数字 を過半数の21議 席に伸ばすのが

テマル党首 と支持者達の目標 となった。ポ リネシア海域で行われてきた,そ

して今なお続行中の核実験 は,テ マル党首のいうように 「植民地主義の暴力

(9・23)」に他ならない。ポ リネシア民族解放戦線の目的は
,経 済援助 に頼 る

少数民族社会の現状 を見直 し自立への道 を歩みだそうというところにあると

思われ る。1985年 に調印され翌年発効 となった南太平洋非核地帯条約(ラ ロ

トンガ条約)も まさにその視点に立 った ものであるし,中 南米非核地帯条約

(トラテロル コ条約)や アフリカ非核地帯条約(ペ リンダバ条約)そ して目下

議論されている東南アジア非核地帯条約 も,基 盤 となる哲学 は同 じであろう
。

つ まり各地域の条約は,決 められた非核地帯への核攻撃
,核 実験,放 射性物

質の廃棄 を禁止するだけでな く,現 ・元植民地の先住民,或 は宗主国の二流

市民 としてでな く,自 分達が踏み しめている土地或は海の主体者 として生 き

ていこうという意思の現れである。

ポ リネシアに焦点 を絞れば,大 航海民族 であるポ リネシア人の一団がタヒ

チ島や周辺の島々にカヌーを漕いで渡来 し住み着いたのは1400年 位前である

と推定 されている(後 述)。 それ以後彼等が何十世代 にも渡って占有 してきた

南太平洋の珊瑚礁 と島々は大戦後 ここ30年 の間に,仏 核実験場 として世界 に
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知 られ るようになった。 しか し英 を含む欧州諸国は30年 より遙かに長 きに渡

って,南 太平洋の島々を 「発見」 し領有 を宣言 した という 「権利意識」の下

に,島 々や海や住民を様々に利用 し利益を得てきた。欧州人渡来以後,「南海

の楽園」にいた 「高貴な野蛮人」達 は,プ ロテスタン トとカ トリックの争い

に巻 き込 まれ銃 によって殺 され伝染病 に冒され,地 域によっては宗主国の経

済発展に貢献 させ られ或は太平洋戦争の犠牲者 に列せ られた。そして20世 紀

の後半になると,初 めは大気圏で以後 は地下で核爆発 を起 こす実験場 として

利用されるに至った。仏による核実験 は,現 在 までムルロア環礁 とファンガ

タウファ環礁で計208回 行われている。その間地元 は核実験 に関わる決定権 を

持たず,実 験の情報 は一切提供 されなかった。実験場 に駆 り出される労働者

の健康調査 は僅か2年 前 に始 まったばか りである。莫大 な経済援助 はある

(9・23)。仏領ポ リネシアのみならず,マ ーシャル諸島他で も実施 されてきた

動物園理論(ズ ー ・セオ リー)と か囲い込み といわれる,ふ んだんにお金 を

与 えて自立意欲 を失わせる戦略に基づいた援助である。援助 によって潤 う地

元の人々 も無論 お り,そ れがテマル氏のポ リネシア民族解放戦線が議会で5

議席 に留 まっている一一つの大 きな要因 と考 えられる。

太平洋の少数民族 も現代文明の凶器に対抗すべ く力 を集めていないわけで

はない。半世紀前に米軍が 「全人類の平和のため」と称 してマー シャル諸島・

ビキニ環礁の住民 を移住 させた とき,住 民は米軍の言葉 を鵜呑みにして 「全
ヨラ

人類 のた めな ら…… いち じ島 をはなれ ます」 と応 じた。 しか し今 で は 「全人

類 の平和 のた め」 の核実験 を信 じてい る太平洋人 はいない。仏核 実験再 開後,

キ リバ ス,ナ ウル は対 仏 外 交 を凍 結 し(9・7),南 太 平 洋 諸 国 会 議(SP

F,フ ィ ジー ・タバ イ事 務局 長 〉 は仏 を 「域外対話国」 か らはず す ことを決

め,SPFの 議 長 国 で あ るパ プ ア ・ニ ュ0ギ ニ ア の チ ャ ン首 相 兼 外 相 は国連

で仏 を厳 し く批判 した(10・4)。 その効 果 もな く第 三 回 目の 実験 が行 われ た

後,同 首 相 は仏 へ の追 加 制 裁 を検 討 す る よう事 務 局 に指 示 を出 した(t1・

3)。 仏 の ほ うは来 春(南 半球 の秋)に 核 実 験 を終 了 す れ ば対 話 国 の資格 も回
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復するであろうと・つ まりこのような亀裂 は短期の ものであろうと高を くく

っている(10・5)。 確かに独立 してまだ1年 しか経たないパ ラオ共和国
のよ

うに 「反核 に疲れ(1・ ・6)」 てしまっ姻 もある
.ク ニわ ナカムラ大統領

は 骸 実験 は欧州でやってほ しい」 と述べるが
,自 由連合 という形態轟こよる

不瀞 繍 援助依存体質が・SPFの 強し・意思 も練 も
,テ マル氏 らの理想

を支 える基盤 も崩す恐れは今後十分にあるだろう
。

SPFを 支 え小国のために国際世論 に向かって発言 し続 けているのは
,豪

とNZで ある。豪では不買運動が続 き
,運 輸労働組合 は実験が強行 され るっ

どエール フランス機への就労や給油を拒 むとし・ったように
,あ らゆる可能 な

手だてを用いて仏 に櫨 している.ニ ュー ・サウス ・ウェールズ州党大会で

は・仏がCTBTに 調印するまでウラ噺 規売却契約を結ばない という動議

を可決 した。理由は 「核実験 は南太平洋諸国先住民 に破壊的な影響 を与えて

いる」というものであり,「豪政府が現在のウラン契約が仏核実験 と無関係で

あることを明 らかにするよう求め」,最 終的には 「全ての核実験 に反対」す る

と決めた(10・1)・ 第三回目の核実験後
,大 國 ヒ端のダーウィン港では,グ

リー ンピースのメンバ0が 錨の鎖に自らを縛 り付けてウラン輸出船(行 き先

は不明)の 入港 と荷役作業を阻止 し
,港 湾組合 も呼応 して荷役作業 をボイコ

ッ トした(11・1)。 因みに豪州は2001年 迄年間300ト ンのウラン輸出契約 を仏

と結んでお り,豪 世論はこのウランが南太平洋 における核実験 に使用 されて

いないことをはっきりさせるよう政府 幹ご要求 しているのである
.キ_テ ィン

グ豪首相 は・第三回核実験後・「仏 は自ら国際社会での評価 を落 とす」と厳 し

く語った(1Q・29)。

南太平洋非核地帯条約(ラ ・ トンガ条約)の 推儲 であるNZは
,国 際司

法裁判所(ハ ーグ)に 「仏核実験差 し止めの訴 え」を出した
.理 由は,ム ル

ロア環礁の岩盤が弱 って地崩れや放射能漏れの危険があるというものである
。

しか し国鯛 法裁は・2:3で これを去ロ下 した(9・23)
.NZの ボルジャ_首

相 は・「仏への圧力は加え続 ける」意思 を明 らかにし(臥 国連5・周年言己念総
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会では 「中仏がなお核懇 を続 けていることは・不可解でありi受 け入れが

たい.必 要なのは,核 兵器廃絶を実現するための戦略だ・それは・実現不可

能な目標ではない(1・ ・26)」と中仏 を 「名指 し」で非難 た・第三回核実験

直後,同 首相 は 「1・月に首都ウェリン トンで離 される英連邦首脳会議の演

題 に,献 平洋 における核轍 を取 り上げる」 と発表 した(10・29)・ 英仏首

脳会談が。ンドンで行われたばか りでもあ り・ 目下対仏関係の蜜月状態 を維

持 しようと努めている英の出方が注目される。

仏国内にも,南 太平洋住民の訴 えに耳 を貸す人々はいる・パ リでは5000人

の反核デモが行われた(10・2)。 仏国内の世論調査によれば67%が 「核実験

ノン」 と表明 している(11・7).そ して心強いのは仏マスコミ界 と科学者の

騨 さである.仏 ルモ ンド紙は,ム ノレ・ア灘 には亀裂が入 りセメン トで埋

め戻 した と10月3日 に報道 した。(ミヨン仏国防相 はグリー ンピースが作成 し

た図面であり,従 って信懸性 に疑問がある旨の否定的なコメン トを出してい

る。10・3)報 道によれば,亀 裂 は縦横 に合計8本,最 長の亀裂 は8・5キ ロ

メー トル も続いているという。仏の地質学者 は,亀 裂か ら放射能が海に浸み

出す危険性 を指摘 している(1・ ・4).・0月 にブリュッセノレで開かれた欧り'1'i議

会公聴会では,2人 の専門家が 「実験場の環礁内にプル トニウムが漏れる可

能性 と,仏 政府の主張する安全性への疑問」を呈 した。仏 クレルモンフェフ

ン火山研究センターの ピエール ・バ ンサン教授}ま環 礁下の火山は勾配が急

で,騰 下の重購 造 になっている脆弱な地質は度重なる実験 によって地崩

れを起 こしかねず実験 は中止され るべ きだ と主張 した。スウェーデン ・ラン

ド大,エ リス ・ホルム教授 は,環 礁内の海水 を測定 した結果,プ ル トニウム

の漏出の可能性 について述べた(と もに10・23)。 情報交換や政府批判が許 さ

れない国々 と異な り,仏 には言論の自由や人権尊重の意識が しっか り根づい

ていると思わせ られる報道に接す ることができた。 この事実 は悲 しみの壁 に

開けられた小 さな窓の一つであり,そ れゆえに先に述べた願望 を抱 き続ける

こともで きるのである。
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献 平洋の人々を瀦 させる動 き緻 々ある
.専 門家曙 告に も関わ らず,

欧州委員会(ブ リュッセル)は ・仏櫨 騨 欧州原子力期 体(ユ ーラ トム)

条約の安全規定 に違反 していないと
,委 員観 働 こよる繍 を出 した.新 聞

の見出 しには 「亀裂嫌 う思惑が作用」 とある(10 ・25)
.欧 州委員会は,EU

内の亀裂 を蜘 あまり騨 礁の亀裂 には目をつぶ ったのである
.ユ ーラ トム

条約の安全規定では・「とく脆 険嫉 馴 の場合 には
,欧 州委員会の助言や

承認 を得ねばならずぽ たその判断のために力日盟国(こ の場合は仏)は 情報

を提供す礒 務があるとされている
・加盟国の〒眠 濃 るためにこの安全規

定がある・仏は粉 な情報を提供 しなし・まま実験 を醐 した(10 .23) .仏1ま

「仏領の土地」で実験 を行 うのであり中国が自国内の土地で実験 を行 う
の と変

わ りはない とする説 を述べてきた・その議論 に立てばそして法の上か らも
,

仏領 ポ リネシア人は仏市民である。本来 なら1ま加盟国(仏)の 住民であるポ

リネシア人の鱒 や安全 に・欧州委員会は親身な"_yr4をすべ きであった
.南

の海の仏市民が見捨てられたのは
・ポ リネシア人帽 下欧州の利害に無関{系

妙 数民族であることと・ポ リネシア醐 力.・欧州か ら遙か遠い とい う位置的

関係ゆえであろうことは想像に難 くない
。

「遠い献 平洋の人々の訴えに耳 を貸そうとしない(10 ・3)」 と仏.シ ラク

大纐 を非難するスウー デンのか ル ソン首相の声 に恥 傾 ける指導者 は

少数で・「EUの 亀裂」は避 けられた
.だ がセメン トで埋め戻 された 「ムル 。

ア環礁の亀裂」が再び裂 けないとは誰 も保証 できない
.漏 出 したプル トニウ

ムの被害 は・撒 の形で太平洋の魚を・にする我々 と我々の子孫に
,欧 州の

仏市民を含め地球上で生 を営峨 々 峨 々の子孫1こ
,影 響 を及ぼすだろう。

しかし30年 間・仏 による核爆発の影響や核実験政策の被割 こ苦 しみ
,今 後 も

その苦 しみを背負っていかなければな らないのは
,ポ リネシアの人々を含む

太平洋諸島の少数民族なのである。
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(2)ポ リ ネ シ ア

「ポリネシア」とは太平洋中央部 にある 「多数の島々」を意味す る・輔 端

イ_ス タ_島s西 南端NZ,北 端ハ ワイを結ぶ剥 ネシア三角形の広さは2800

万平方km.広 大だが,陸 地面積 は29万 平方kmに すぎない・温耀 嘱 す る

NZを 除いた全てが熱帯 もしくは亜綿 こ位置 し4)流 のペルー海流が流れ

るマルキーズ諸島以東以外 には珊瑚礁が発達 している。 この三角形 に含 まれ

る国,地 域 は以下のようである。

イースター島(チ リ領),NZ(独 立国,以 下独),ハ ワイ(米 合衆 国の

州)酒 サモア ㈱,ト ンガ王国(独),ツ ヴァル(独)・ クッ儲 島(舳

連合臥 ニウエ(舳 連合国),ア メリカン・サモア(米 領)・ トケラウ(N

z領),ウ ォリス・フ トウナ(仏 領),ピ トケア ン諸島(鞭)・ それに仏領ポ

リネシアである.・96・年代以降,独 立国あるいは自由連合国 となった国が多

い.住 民は,先 住民の他にかつて植民地時代 に宗主国か ら渡 ってきた人々 と

の異人種間結婚 による混血 と中国系か ら成 る・ポ リネシア地域の総人口は数

字を単純に足せば55・万弱 となるが,欧 州系やアジア系の住民数 を差し弓1いた

ポ リネシア先住民系数は概算で110万 か ら120万 人である。しか し人口が100万

以上のハ ワイ州や,異 人種間結婚力瑛 植民地時代か ら進んでいて・ しか もど

の 「血」を自らのアイデンティティであると公 にするかは本人の申告任せ と

いうNZの ような多民族社会 も,ポ リネシア三角形には含 まれている。 また

全ての地域の人種別統計があるとは限 らないため・ポリネシア人口は特定 し

難い.ハ ワイとNZを 別にした剥 ネシア諸島人の人・はおよそ55万 人であ

る.タ ヒチ島等かな 欄 査がきちん としてし・る島におけるポリネシア人口の

割合(後 述)を 当てはめれば,人 ・の約7割 が剥 ネシア人の血 を引 くとみ

てよいだろう.ハ ワイの先住民の血を弓1く人々は2・万人強であるが・そのf也

に トンガやサモア等の剥 ネシア諸島か ら移住 してきたハワイ住民 も15万 人
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近 くいる。NZの 人 口 は約350万 人 だが ,そ の11%強 が混 血 を含 め た ポ リネ シ

ア系 先 住 民 マオ リとい うこ とにな ってい る
。但 しNZで は前 述 の よ うに 自己

申告 制 で あ るため,「 マ オ リの血 」を誇 る人 々 の数 が約39万 人 とい う意 味 で あ

る。ハ ワイ とNZの 先 住 民 族 の 数 を足 して ポ リネ シア人 口は100万 を突 破 す る

と,こ こで は一 応 してお きた い
,

ポ リネ シア語 は オ ー ス トロネ シア語 に属す るC)ハ ワイ先 住 民 の言 語 とNZ

先 住 民 の言 語 は赤 道 を隔 て て は い るカ§驚 くほ ど似 てお り
,同 じ民 族 が 太 平 洋

を漕 ぎ渡 っ て広 が っていった証 の一 つ とみなす ことが で きる
。ハ ワイ とい う

地名 を例 に とってみ よ う。ハ ワイHawaiiや 仏領 ポ リネ シア ・ソシエ テ諸 島 に

属 す るハ ヴ ァイイHavaii(現 ライ ア テ ア 島)は ,ポ リネ シア人 の 口伝 に共 通

して 登場 す るハ ワイキの変形 であ る。NZ先 住 民 マ オ リは,何 処 と特 定 せ ず

に伝説中で父囎 地 をHawaikiと 呼ぶ・他 にも類似 の例 をポ リネシア中で

見 る ことがで きる。北へ行 くに従 って子音 が抜 けて いる(或 は南 下 す るに つ

れ て子 音 が 加 え られてい る)語 が 多 く,Hawaikiは 赤 道 の北 で はHawaiiに

な るの で あ る。Ariki(NZ・ 首 長 の意)と ,Arii(亜 熱 帯,熱 帯 地 方,首 長

の意)も 一一例 で あ る。 共 通 の 固有 名 詞 もある
。 「マ ウイ」や 「マオ リ」はポ リ

ネ シア全域 で使われ てい る。ハ ワイ諸 島 に,神 話 に登 場 す る男 マ ウイ が釣 り

上 げ たマ ウイ島が あるが,NZで も トリッ クス タ ー ・マ ウ イ は
,北 島 を海 中

か ら釣 り上 げ た青 年 の名 であ る。北 島の別 名 は
,テ ・イ カ ・ア ・マ ウイ(マ

ウイ の 魚)で あ る。NZ先 住 民 は 自 ら を 「マ オ リ」 と呼 び
,渡 来 者(白 人)

を 「パ ケハ 」 と呼 ぶ。 この 呼 び名 は現在 も普遍的 にマオ リ
,パ ケハ 双 方 に よ

って使 わ れ て い る。大航海時代 にNZ以 外 の ポ リネ シ アの 島 で
,自 ら を 「マ

オ リ」 と呼 ぶ先 住 民 に出会 った欧州人 航海者 の記録 は数 多 く残
って いる。筆

者 がNZマ オ リ人 の古 老 か ら聞 い た と ころ によれ ば,初 め て 出会 っ た 未知 の

人 間 に対 して,自 らを 「マ オ リ=こ この土 地 の(者)」 と紹 介 し
,相 手 を 「パ

ケハ=よ そ の土 地 の(者)」 と名 指 す ポ リネ シア 古来 の儀 式が あ
った とい う。

元 は どち らも名 詞で はな く形容詞 であ り,例 えば 「この土 地 出 身 の(マ オ リ
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の)」 ランギ とい う名の者です という形式の自己紹介に使用 されたのだろう。

ポ リネシア人 は地元の人間対 よそもの という区別をはっきりつけるが,島 か

ら島へ と緻 する人々 にとって・土地の先住者かそれ とも今到L6)た ばか り

か を鮮明にしなければ,初 対面の儀式が始 まらなかったか らである。今では

「マオ リ」はNZ先 住民を指す固有名詞だが,ポ リネシア海域の諸島民 は,白

人渡来者に初めて遭遇 した ときは自らを 「マオ リ」 と名乗っていたのである。

ポ リネシア人は髪の黒さなど日本人 と類似点 も多いが,海 で鍛 えた骨格 は

遙かにがっち りしているし,波 と風 に耐 えて きた顔の彫 りも深 く,太 陽にさ

らされた肌の色 も深い。 ポ リネシア人の起源 は諸説ある。現在では 「オース

トロネシア語 を話す人々が東南アジアか ら移動 を開始 し,紀 元前1000年 ころ

には西部ポ リネシアの トンガ ・サモア地域 に移住 し,原 ポ リネシア文化 を形

成 した。そこに1000年 余 り滞在 した後,紀 元後300年 東部ポ リネシアのマルキ

ーズ諸島に移住 し,そ こを起点 にイースター島(400年),ハ ワイ諸 島(500

年),ソ シエテ諸島(600年)に 移住 した。 さらにソシエテ諸島からクック諸

島 をへ て,NZに(8。 。年)灘 した了)と され る.筆 者 がNZの 首 都 ウ ェ リ ン

トンで出席 した先住民マオ リの集会(マ ラエ)で は,ポ リネシア人の大航海

が単純化 された口伝形式で,従 ってひ どくわか りやす くこう語 られていた。

「紀元前4,5世 糸讃 私達の先祖 は故郷ハワイキを出て,大 海原をカヌー

で航海 した。(マ オ リの語 りは優 雅 な身 振 りや仕草付 きだ。ここで はざぶん ざ

ぶ ん と大波が揺れ る様 を全身 で表現 す る。)ポ リネ シア三 角形 の おへ そ に あた

る島 に到着 しそ こに上 陸 した。部族 は栄 え人々 は豊か に暮 し,や が て人 間 の

数 が増 え過 ぎた 。食 べ物が足 りな くな り,い さか い が絶 えな くな る。 そ こで

勇 気 あ る男達 と女達 は,カ ヌー を漕 ぎ出 した 。 あ る者 は北 へ北 へ と漕 いで い

った。東 へ東 へ と漕いで いった人々 もいた。南へ南へ と漕 いでいったあ げ く・

冷た い白い土地 にい きあた り,食 べ物 を見 つ け られ ず に天 へ昇 って星 となっ

た人々 もい る。 マオ リは,予 言者 クペ の教 え に従 っ て この アオテアロア(N

Zの マ オ リ名,長 い 白 い雲 の意)に 着 い た。」
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ポ リネシア三角形の くだ りは現代 になってか ら若い聞 き手向けに付 け足 さ

れた・ このマオ 硬 は・ヴィク トリア女王時代の白人来島以後 も続 く
.鱈

地帯で餓死 したカヌー ・グループ もきっといただろう
.生 儲 力.・北上 して戻

り語 り伝 えた と思われるが,そ の経緯 を知 らせる口伝 はない。 こうしてポ リ

ネシア人 は広い海を占有するに至 った
。NZを 除いてどの島 も無人島だった

らしい・古い文化 を破壊 した記憶 は・伝にはない し
,先 儲 の遺跡等 もなし、。

魚の豊富な豊かな海が自然 を愛する来訪者 を沈黙の うちに待ち受 けていたの

である。NZで は,マ オ リ来島以前に巨鳥モアを狩
っていたモア ・ハ ンター

或 はモ リオ リという人々がいた と推定 されている
.彼 等がモアを絶滅 させた

犯人 というわけである・マオ リ側1ま,我 々はモアの綴 によって先儲 が滅

びた後 の無人島に来た と主張 し・白人側 は,マ オ リがモア ・ハ ンタ遊 絶滅

に追いやった と考 えたがる。 その意味で双方 とも征服民族の原罪意識 を微か

にではあれ抱いていて,そ れが多民族社会のモデル ともいえる穏やかなNZ

共 同体の形成 に貢献 しているのではなし・か と思 う
.定 住 してか らの繊 間抗

争 はNZで もハワイでもタヒチで もどの共同体で もあったが
,使 われる武器

が石器時代のそれに限 られていたか ら
,被 害は目に見 える程度だっただろう。

白人が渡来する前のポ リネシアの歴史 は,ポ リネシア文化が文字 を持たな

いために記録 されていない・遺跡 も数少ない.海 を自在 に往来する知恵を得
,

海 に生の活路 を見いだす この海洋民蜘 ま,住 まいとか道具 とか故郷 の山河 と

いった 「不動の」依 りどころに依 らず
,そ の足跡の大方は海中に没 している。

羅鑑 やエ ンジンなしの遠洋航海がどうして可能だったか とい擬 問 は
,島

国に住み農耕民族であっ峨 々にも解 くのが難 しい問題ではないだろう
.波

の高低や津波,特 定の魚の捕れ る時期
,台 風や嵐等の海の機嫌,生 き物の繁

殖,植 物の繁茂等 自然界の生命のサイクルs太 陽のめ ぐり,月 の満 ちかけ,

星の推移,雲 の動 き,風 や気温や雨や川の氾濫や噴火活動や地震等について

年長者から学び自ら槻 察 を怠 らない人々1ま渤 物学や植物学や気象学を学

問する人々 と同 じように宇宙の法則 を我が物 と心得
,深 い知識や洞察力 を蓄
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え航海 に,あ るいは農耕に利用 していた筈だ。

ポ リネシア三角形の広が りを漂流等偶然の結果 とす る説はロマンティック

ではあるが,ポ リネシアの漁船に女性 は乗 らなかった というポリネシア人の

証言 も撚 また,ハ ワイータヒチ間の36・・kmを 「8世 紀以悉王族間の繍

や,祭 司の交換 など」のために航海が為 されてきた事実がある。ポリネシア

の航海者達 はソシエテ諸島か ら5000km離 れたNZへ 移住 しているが,ハ ワ

イ=タ ヒチ間を往復航海する人々に とってのNZは,方 角は反対だが 「距離

は,ハ ワイよりち ょっと遠い ぐらい」の感覚であったのではないだろうか・

ポリネシアの広が りは先に示 したようにゆっ くりとした時の流れの中で起 き

ている。 目指 した島に向か う定期航海 などの途 中に,天 候 の異変によって漂

流 した まま別の島を発見 し住み着いた人々 もいるか もしれない。 しか しやは

り蓄積 され口頭で伝承 された航海の体験や知識 を基に,人 口過剰,食 生活の

貧窮,部 族間抗争 といった問題が生 じるつど,新 しい島を見つける航海 に出

る習わしであった と考 えるのが,ポ リネシアの広が り方の妥当な説明である。

ポ リネシア人の航海 は,「 テラ・オース トリス・インコグニタ」のロマンと欲

と哲学に支 えられた欧州人の大航海 とは異なっただろう。ポリネシア人にと

って海 は,落 人や夜逃げの人が越 える山道や峠道ほど抵抗感の薄い道であ り,

彼等の操 るカヌー(ア ウ トリガー船 と複式船)は,陸 地の旅人が履 くわ らじ

ほ ど体 に馴染んでいた筈だ。彼等にとって航海が問題 に対処す る伝統的かつ

普遍的な手だてであった という前提 を踏 まえてそう考えるのである。つ まり

白人が機能のよい船で渡来する以前のポリネシア人は,大 陸 を知 らず人 口増

加 に対応で きる広 さのある土地の存在 を知 らなかった。土地 は先祖代々住 み

着 くものではな くi生 まれ育 った島に執着せず何十世代か毎に島を捨てるこ

とが,ポ リネシア文化の基盤であった。言い換 えれば耕作 をしない人々が小

さな島の土地 にしがみつ く発想 をもてば,人 口過剰 のさいは島民全員の死に

つなが りかねなかった。土地にしがみつ く農耕民族 には危険きわまりない と

見 える船出も,ポ リネシアの航海者達 にとっては新たな明 日の生存 を確かに
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す稀 望の門出であった・ハワイやNZと しめ た広 燈 かで定住可能な土地

を発見 し初 めて・ポ リネシア社会 も土地の占有 とLaう 齢 を得る
.土 地 をめ

ぐって・王族の争い(ハ ワイ・タヒチ島)や 塊 戦争(NZ)を 体験 してい く

ことにもなる・ その後・ これ ら小 さな島1こおける小 さな争いは
,白 人 の灘

によって・部族間抗争 というレベルカ・ら一気に
,南 海の諸島民が見たことも

ない欧州を含む国際問題へ と昇格 してい くのである
。

⑧ 仏領ポ リネシアの歴 史

仏領 剥 ネシアは・南太平洋の真中にあるフラン...外 領土である
.ポ リ

ネシア=多 数の島々の意味通 り・仏領 ポ リネシアも約13・の島力・らなる
.陸 地

醸 が4000平 方kmで 醐 は4・・万平方km
,「水半球」の一敗 謎 わ しし、海

洋国である・鵡 暢 も知 られているのはタヒチ島で
,陸 地面積 は1。。。平方

km・ 仏領 ポ リネシアの陸地の約3分 の1を 占める
.全 人 ・約19万 人 の3分 の

2が タヒチ島に住む・首都パペーテ もタヒチ島にある
.人 種の内訳 は,ポ リ

ネ シア人7・%・ 欧 州 人15% ,混 血8%,中 国 人 が7%で 瀦 。

今 は仏領であるポ リネシアの島々撮 初1こ渡来 した白人 は
,当 時姻 と富

の分揃 合戦 を手荒 に勧 広 げていたスペインの艦隊 を率いるメ
ンダーニ ャ

(1542--95)で ・ 彼 は1595年7月 に マ ル キ.___ズ諸 島 燵 し 島 民 を2。。名 殺 潔
。

銃の威力を石器文化のにない手達 に知 らせた この事件は
,タ ヒチ島他の近隣

諸島に も伝わっていっただろう・ しかしこの時初めて白人の存在 を知
ったわ

けではないと思 う・ポ リネシア人の航海術の巧み さ
,航 澱 の長 さを考慮 に

入れれば・他の太平瀦 島か らマゼラン来航 も伝わっていた と容易に想像で

きる・マルキーズ鵡 民にとって実際 に遭遇 した白人の銃は
,タ ニファ(ポ

リネシア伝説の人食い怪獣)の 魔法以上 に効率のよい ものであ
った.1767年

に欧州人がタ ヒチ島を初めて訪れた
.英 海軍のウォリス大尉である.彼 はタ

ヒチを 「キング ・ジョージ3世 島」 と名付 けた
。翌1768年 仏の軍人 ブーゲン
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ヴ ィルが来島 し,さ らに翌年姻 か らクック艦長が来13)した・ブーゲンヴィ

ルは仏初の太平洋探検隊隊長 に任命 され世界 を一周 した。

タヒチ島を 噺 ステラ島」 と命名 したブーゲンヴィル以来汐 ヒチ と仏 と

の関わ りは この1995年 で227年 に及ぶ.1771年 にブーゲンヴィルは『世界周航

記』を出版 したが,デ ィド・はrブ ーゲンヴィル鮪 記補遺』を出して次の

ように書いている。「かつて自然人が存在 した。……(タ ヒチ人 に)泣 け,ヨ

ーロッパ人に出会ったことの不幸 を泣 け。奴等 はいずれ短剣 と十字架 を持 っ

て侵略 しに戻 って くる.14)デ ィド・のr警 告」は的中し・ポ リネシア人の島々

は今 「海外領土」仏領ポ リネシアに変わっている。けれ ども彼の警告はこの

3。年間に仏領 ポリネシアが体験 してきたよりは遙かに穏やかなことに対 して

発せ られていたに違いない.ブ ーゲ ンヴィノレ来島の翌年1769年 か ら数度に渡

りクック探検隊がタヒチ島を訪れた.以 来南太平洋の小島靴 珊.1'iは 欧州

人に とっていつで も好 き勝 に使 える別荘地 となる・様々の訪問者による記

録 も残 ることとなった.ポ リネシアの海 は美 し 禮 かで・住民は温和で社交

的識 艦バ ウンテ ィ号乗組員の反乱の主た る原因にもな り画家ゴーギャンを

引 き付けた ように,欧 州人1まタヒチ島民に魅せ られた・欧州人の第一印象に

貢献 したのは,歴 史がポリネシアの内に育んだ素養 と大いに関わ りがある。

ポ リネシア人はタヒチの自然 に寄 り添 った暮 しを営んでいたが洞 時に海

の道 を辿 って新 しい島へ赴 く必然性 を日常の感覚 として持つ進取の気性に富

む人々の子孫で もあった.カ ヌーを出 して漕ぎ着いた新 しい尉 こは先住者が

いないか もしれないし,い るかもしれない。必要 とあれば異文化 を背景 とす

る住人 と折 り合 っていかなければならない・その輔 として・体験の積 み重

ねを基にし櫃 遇礪 式 も磁 して魂.ゆ えにキャプテン ・クックの0行

を迎 えたタヒチ島の住民 も 「異邦人が訪れた ときには例外」的に振舞 うし,

「社交的な楽 しみにははなはだ騰 予)な人々であると初対面の燗 は思わせ

られた。摩擦 を避 ける知 恵 を発揮 す る 「高貴 な野蛮人」 は,南 国 の楽 園 を訪

れ る人 々 に とっ て ひ どく安心 で重宝 な存在 だ った に違 い ない・好 きな時 に訪
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れることがで き泌 要 とあれば銃 に物 を言わせる欧州人備 の島々 を「別荘」

にす る時代が到来 した・ しか し・珊瑚礁の 「非常に堅固な龍 」 という資質

は轍 話題 にもされていなかった
・核兵器が出現するまで,「 核爆発実験場」

が必要になるまで・何百回 もの核爆発1こ耐え得 る固い地質 を探す必要性
に迫

られるまで詠 いで魚を捕るためにポ リネシアの珊瑚礁の海 はあ
った。

タヒチ島が含 まれ ている群島 を・ キャプテ ン ・ク ックはソサエテ儲 島

SocietyIslandsと 命名 した。 自分を太平洋に送 りだしたロイヤル・ソサエテ

ィか らとった名である。仏領になってか らはソシエテ諸島Ilesd
elaSociete

と記 される。 ソシエテ諸島滞在 中,キ ャプテン ・クックはタヒチ島のみなら

ず周辺の島々へ も足 を伸ばしている.今 から226年 前のタヒチ島人 とかな り深

く関わったキャプテン ・クックは,そ の社会,住 民,集 落,食 糧等について

詳細な記録 を遺 している・但 し当時は普通なが ら今 日では訂正 され るべ き表

記 も使われている・一例 に・インディアン(先 住民のこと)が ある
.1769年

6月3日 の金星翻 を目標 に・エ ンデヴァ号 は4月1・ 日タヒチ島に接近 した
。

早速 に島人 のカヌーが出迎 え食糧が提供 された
.ク ック隊が滞在中に最 もひ

んぱんに櫨 われたのは・パ ンの実 と魚 と豚である
.そ して緑の葉のついた

小枝 を捧げる歓迎の儀式 を受 けた・現在 も同 じよう臓 式がポ リネシ儲 地

方で行われている・ キャプテン ・クックの言己録 は激変 した剥 ネシア地域 で

今 も尚その重要性を失っていない儀試 が,200年 以上前 もほぼ同 じであった と

いう証になる。

当時のタヒチ共同体は階級社会であった。 キャプテン ・クックはオベ リー

妊 とその夫である「酋長オモア」,2人 の子供に も会 った.成 人 した兄が父

親の位 を継 いで妹 と繍 することになっていると記 されてい17}
.ま たタヒチ

社,C,.
18)には賭 と水先案内を兼ねた舘 もお り地位 は世襲制であると書かれて
いる。筆者 もNZ先 住民マオ リの口伝採訪中に

,娘 や息子の結婚相手の身分

に拘る親の話・航欝 部族の大仕事を取 り仕切る神官の話 を聞いている
.定

住できる条件 を備 えた島を見つ けて落ち着いたポ リネシア人社会に階級制度
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が発達 していった ことがわかる.但 し実際 には跡継 ぎは養子の場合 も多い・

実子の中に男子がいない場合や,い て も後継者の素質を持たない と判断 した

首長や神官は麟 の部族の子供の中か 撮 も優秀な子 を長い年月かけて選び

だし,養 子にするのである.情 に溺れ ると・多数の部族民の生存が危 うくな

るからである。海 は彼等の庭であ り峠道であるとはいえ,部 族成員の福祉の

ために,時 に冷酷 に注意深 く理性的にリーダーは決められていた ということ

だ ろう。キャプテン ・クックが出会 った子供達が実子か どうかは分か らない

が,優 れた才能を持つ若者達であった ことは確かである。

異文化遭遇 に慣れていた とはいえ,そ れは似た ような碍 時代の文化 を発

達 させていた島人達を相手 として想定 してのことであった・欧州人は帆船 に

剰,銃 をかざし,釘 を使い,ポ リネシア人の定義す る歎 化人か らかけ離

れていた.異 文化間ギャップの激 しい衝撃 は,欧 州人側 も受 けた・ 自然の懐

に抱かれて時間にも縛 られず(キ ャプテ ン ・クックはタヒチ人の静寂の中で

の食事の長さを特記 している)悠 々 と生 と性 を楽 しむ島民 に欧州人は魅せ ら

れた。本国に戻れば最下層の暮 ししかで きない水夫の中には,こ のままタヒ

チに住み着 きたいと船か ら逃げる者 もいた.楽 園に逃 げ込んだ(そ して素木ト

な歓迎 を受 けた)彼 等がタヒチ人 にもた らしたのは,銃 や病気や酒であった。

タヒチの人口は,1769年 には推定12万 人,そ の四半世紀後 には1万5000人,

第一次大戦後 には9。・・人 に減 っ喫.現 在の仏領 ポリネシア全人 ・が19万 ・そ

の3分 の2が タ ヒチ島 に住 み,人 口 の7割 が ポ リネ シア人 で あ る。 タ ヒチの

ポ リネ シア人 口 は9万 弱 にな る。 キ ャ プテ ン ・ク ック来島時の人 口は回復 し

て いない。銃 は,石 造 りの棍棒 バ トゥや 楯 で闘 わ れていた タ ヒチの部族間抗

争 に新 たな展 開 を遂 げ させ た。戦艦 バ ウンテ ィ号で反乱 を起 こしタ ヒチ島 に

残 った船 員達の銃 が,ハ ヴ ァイ イ(現 ラ イ ア テ ア 島)で 発 生 した,オ ロ を神

とす る新 興 宗 教 団体 ア リオイ を信 ず るタ ヒチの首 長の1人 トゥの側 につ き,

彼 を ポマ レ王 の座 に据 えた ので あ る。時 は移 りその数年後世紀 は変 わ り目を

迎 えて19世 紀 に な る。 そ して つ ぎ に タ ヒチ 島 は,十 字 架 の 争 い に翻 弄 され る
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ことになる。

数年遡 って1797年 に,宣 教師の乗 ったロン ドン伝道協会の船ダフ号がタ ヒ

チに到着 した・ポマレ王 はアリオイとし・う宗教団体の長のような存在であ
っ

たため改宗せず,1803年 に死去 した。ポマレ2世 は,英 国の流刑植民地ニュ

0・ サウス ・ウェールズ(現 在 は豪の州)を 相手に豚 肉 と火気
の取引をする

な ど,銃 の時代の波に乗せ られた王で
,そ の流れで1815年 にク リスチャンに

改宗 した。購入 し続 けた武器のおかげで1818年 にタヒチを統一 したポマレ2

世のために・翌年・伝道協会はパペーテに大 きな教会 腱 てた
.ポ マレ2世

が1821年 に死去 した頃・キ リス 激(プ ・テスタン ト)は すでにタ ヒチの住

民の心 を撒 ていた・欧州文明1こ見せっけられた銃等の物質や死後 の救済 と

いった醇 に魅せ られ翻弄 され
,デ ィ ド・のいう 「人為的燗20)が 入 り込ん

だ自分 自身 を持 て余 した挙 げ句の,ポ リネシア人の改宗である。Oリ ネシア

固有の生命の創造神タネから18世 紀の新興宗教のオ ロ
,そ してキ リス トへ と

精神的大変革 を体験 したポリネシア人の心に,運 命 はもっと揺さぶ りをかけ

てやろうと決めたらしい。1836年 に仏か らカ トリックの宣教師が来島 した
。

銃は既 にDリ ネシアに存在 していた。植民地拡大 を狙 う仏か らやってきた

のは 「古いほうの」+字 架だった・その時ポマレ王家を率いていたのは,幼

いポマレ3世 の跡 を継 いだ これ また若いポマレ4世 女王だ
った。プロテスタ

ン ト系ク リスチャンである島民 は
,当 然の選択 としてカ トリックの神父達 を

島から追い出 した・仏政府 はこのチャンスに食いついた
.カ トリックの神父

を追 い出 したのは・タヒチ島民による 「フランス市民 に対する鱒11)で ある

と撮 してきた・ この侮辱 を償 えと,ポ マ レ女王に賠償金要求 を突 きっけた

のである。宗教家が布教に情熱 を注 ぐこと自体 は当然だが
,仏 は,そ れ を南

海における国家拡大の拠点獲得のためウご利用 した
.も っともこれ も当時は強

大な国々なら何処で もが取っていた政策ではある
。 ともか く仏の狙いはタ ヒ

チ島 を麟 させ支配下 に置 くことにあった
.こ れまでの関わ りか らタヒチは,

英国に解決の助 けを求めた。 しかし英国 はタ ヒチを守 るのを断った
。世界中
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に幾つ も植民地 を持つ英国は,丁 度 この時ヴィク トリア女王 とNZの 東ポリ

ネシア系先住民首長達 との間に主権譲渡条約(ワ イタンギ条約,1840年)を

結ぼうとしていた ところだった.植 民地の維持 には膨大な費用 も人手 もかか

る。タヒチ より将来性があ りタヒチ島 より大 きなNZの 島々のほうを英植民

地 に選び,タ ヒチを見捨てたのである.1995年 ・姻 も含む欧州連合(EU)

を核 の傘の下 に入れてあげましょう,だ からポ リネシアの海での核実験 を認

めなさい と仏 は主張している。そう主張できる支 えは,160年 前に遡って仏が

タヒチを自領 とした事実である。

省みればごり押 しによるタヒチの仏領化が始 まった。かつて日本を含めた

国々 も採っていた手法 を,仏 は今で も同じように使 う・ そして仏の実験強行

を許す先進国の対応のほうも全 く変わっていない。1843年,(そ の3年 前に無

事 にNZの 主権 を得た)英 国の外相 は英仏関係 を損ねないように醜 して・

仏の保護領条約 を認 めた。1995年,日 本 の首相は日仏関係を損ねないように,

「遺憾の意」を表明す るだけで国連総会で名指 しの抗議 もできないでいる。 ポ

マレ女王 は日本の首相 よりは怒 りを行動に移 し踏ん張った。1844年 か ら47年

まで,女 王は抗議のためライアテア島 に引き籠 ってタヒチに帰 らなかった。

島人 による小競 り合い も繰 り返 された。 しか し英国が関心 を失い,タ ヒチ島

の有力者が仲介するに及んで妊 も折れ契.そ の後は仏植民緻 府の思うが

ままのタヒチ支配が始 まり,今 日迄150年 以上続いてきた。

仏 は近脚 島々 を次々 と仏領にし現 在の仏領ポ リネシアには・23)チ を

含むソシエテ諸島や核実験場であるムルロア環礁等を含むツアモツ諸島 も含

まれている。1860年 代 のツアモツ諸島の海 はまだ汚染 されていないが,そ れ

を楽 しむ住民の数が極端 に少なかった。ペルーの奴隷船が島人 を南米にさら

っていったか らである。それはタヒチでも同じだった。かつて12万 人 はいた

臥 の数 も今や1万 人以下だった・仏擁}ま 綿膿 鞍 興そうと計画し・労

働者をクック諸島や香港か ら連れてきた り買った りした。ペルーを非難でき

ない 「非人道的労働管理」である。北大路弘信,北 大路百合子著 『オセアニ
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ア現代史』に記 されている,当 時の仏総督の行状や国際視察団のおざなりの

視察 は,現 代 も世界各地で問題 になっていることとレベルが全 く変わ らずい

い加減な ものである。

ポマレ女王 は トップに立つ者の使命 を自覚 していたが
,孤 立無援だった。

1877年,無 念な人生 を終 えた。息子のポマ レ5世 は1880年 に退位 し(買 収 さ

れた との説 もある)・ポマレ王家は途絶 えた
.消 え去 ったのはタヒチの王国だ

けではな く・ハ ワイ王国 もま磁 亡 している
.ポ マレ妊 の死 と相前後 して,

ライアテア島,マ ルキーズ諸島,ツ アモツ諸島,オ ース トラル諸島等,現 在

の仏領 ポ リネシアに属する島々が仏領 にな り
,1900年 に仏領オセアニア植民

地が誕生 した。人 口激減,言 語を初め とする文化のフランス化等
,ポ リネシ

ア人の島は大変貌 を遂 げた・「原始には
,文 明に汚 されない明 るい光がある25)

と期待 したゴーギャンは裏切 られ 『ノア・ノア』に
,「 パペーテの生活は・..…

私が逃れてきた と信 じている欧州 その まま一 ・私の愛 していたのは昔のタヒ

チだ・

2fi)れ はすっか り滅びてしまったな どと思いあきらめることはでき
なかった」 と裏切 られた気持 ちを綴っている。

こういった変貌に加 えて20世 紀 という時代 は
,こ の海ばか りの地域にまで

世界大戦の津波 をかぶせようとするのだが,大 津波 を見て証言することにな

るポリネシア人 は余 りに少なかった。 その うえまさにこの 「人間が少ない」

現況 を好条件 として,二 つの大戦が終了 した直後に南半球が核実験場 に選 ば

れたのである。核保有国な りの大義名分 はあるが
,そ もそも 「なぜ」ポ リネ

シアに(或 はミクロネシアに)住 民が少ないのか とい う疑問が省 みられるこ

とはまずない。

お わ り に

第一次大戦前,太 平洋諸島は独英に分割 され,各 植民地は鉱物等 を大地か

ら収奪する先進文明型経済に貢献させ られていった
。パペ0テ は第一次大戦
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で独の砲艦 に攻撃 された。 日本は南洋群島 と呼ばれた ミクロネシア統治の受

任国 となった。そして第二次大戦では反 ヴィシー政府派が多数になったタヒ

チ等の島々か ら仏領オセアニア志願兵が出征 した・「太平洋のフランス領植民

地が 躰 にFr:1/1されるという噂27)カ§流れたせい もあるとい う・躰 軍はそれ

どころか ミクロネシアを含む太平洋各地で敗北 し,戦 後マーシャル諸島は米

の戦略信託統治領 となった。広島 ・長崎 に原爆が投下 されて戦争 は終わった。

仏領植民地の日本譲渡 とい う懸念 も消え,太 平洋に平和の波が打ち寄せて く

るかに思われた。

戦後,日 本や独が武力で世界の各地を侵略 した ことは現在で も批判 され国

際的な緊張の要因 となっている。歴史か ら学ぶのは人間 としての責務だが,

この責務 は太平洋諸国諸地域 に対 して も果たされ るべ きであった。 しか し戦

勝国はそうしなかったのである。米英仏 は太平洋の島々を分 けあった。 日独

の統治 と激戦の果てに荒廃 した島々が復興 し自立で きるように,米 英仏は援

助 をする筈であった。 しか し太平洋における戦闘の激 しさが生々 しく記憶 に

残 る時期であったせいもあろうが,戦 勝国には戦略的拠点 としての太平洋諸

島利用 しか念頭 になかった。太平洋戦争が終わって1年 も経たない1946年7

月1日,米 国はマーシャル諸島のビキニ島民 を強制的にロンゲ リック島に移

したのち,ビ キニ環礁で原爆の実験 を行 った。 これが太平洋で繰 り返 され る

ことになる何百回 もの核実験の初回であった。2年 後 にエニウェタク環礁で

も核実験が始 まり,1952年 には世界で初 めて水爆の実験(「 マイク」)が 行わ

れた。 ビキニ環礁 における1954年 の水爆実験(「 ブラボー ・ショット」)強 行

の際には漁船 も被爆 した。

仏の核実験 は1996年 初頭 に終了 し,包 括的核実」験禁止条約(CTBT)は

同年中に調印されるだ ろうと世界は期待 している。その時には,米 によるビ

キニ環礁での第一回実験か ら丁度50年 間に渡 って,太 平洋の人 と大気 と海 は

核汚染 を蒙 り続 けた ことになる。米が手に入れた新 しい兵器 を他国 も手 に入

れ ようとして激 しい競争が始 まり,更 に旧ソ連,英,仏,中 が核保有国 とな
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った・太平洋の場合渓 醐 に使われた地域で起 きている変死
,異 常出産,

未発達児・そして囎 放射能の問題 或 は第五福敵 の乗纐 のよう晦 上

で被爆 した人々の死亡や体の変調は澗 査はされたが責任 は取 られず じ
まし、

である・1954年 の水爆実験で死の灰 を浴びた・ンゲラ
ップ島か らクェゼ リン

環礁 にあ礁 人島へ移住 した島民の話がある
.「船で故郷の島を出航 した と

き・だれ もふ りむかなかった……発育のとまった子 をもつ
,あ る父親 はぽつ

りといった・わた しはこの島が好 きだ
.こ こには放射能がないか ら.28J)

全島民325名 が去った。被爆後30年 の1985年 である
。

ポ リネシア人の移住 を厭わない民族性}こついては既 に書いた
.厭 わない と

い うよりは航海 移住によって活路 を開いてい
った歴史を持つ.。 ンゲラッ

プ島を7/」aC'J向かなかったのは
・核への怒 りカ・らではないか もしれない

.生 を

約 して くれる島が眼前に広が る海の彼方にある筈だ と目を凝 らしていたのカ
,

もしれない・太平洋の海 は・何+世 代 にも渡って,ポ リネシア人 を,ミ ク。

ネシア人 を・メラネシア人 を生か して くれた
.海 は揺 り籠であ り,家 であ り,

学校であ り識 場 であった・海 はC科 書であ り
,冷 蔵庫 であった.墓 場で

もあった。

だが この半世紀間に核実験場 として使われた海域 は
,ビ キニ環礁やエニウ

ェタク環礁やムル・ア購 やファンガタウファ環礁の海は
,も はや墓場以外

の利用価値 はない・ だか らやは り・ンゲラップ島の住民の背は
,怒 りと纏

を語っていたのか もしれない・核保有国や核の傘に入 り 「騰 」の確かさに

安堵 している我々全ては・世界の少数民族の土地で海で どのような歴史が繰

り広げられてきたかを知 礒 務がある
。(1995年12月6日 記)

追 記:1995年12月27日 ・ 仏 は5回 目(通 算2・9回)の 核 実 験 を仏領 ポ リネ シア
.ム

ル ロ ア環 礁 で,さ らに96年1月27日
,6回 目(通 算210回)の 核 実 験 を フ ァ

ンガ タ ウ フ ァ環 礁 で 強行 した
。

銃 と十字架 と核207
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